
S
D
G
s
の
目
標
6
は
、

す
べ
て
の
人
々
に
水
と
衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
持
続
可
能
な
管
理
を

確
保
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。国
連
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

2
0
1
5
年
時
点
で
、世
界
の
人
口
の
お
よ
そ
6
割
で
あ
る
44
億
人
が

安
全
に
管
理
さ
れ
た
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
ず
、

約
8
億
9
2
0
0
万
人
は
屋
外
排
泄
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
は
、

世
界
で
は
ま
だ
十
分
に
普
及
し
て
い
ま
せ
ん
。

な
ぜ
ト
イ
レ
?

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

S
D
G
ｓ
の

取
り
組
み
は
?

わ
た
し
た
ち
と

ど
う
関
係

す
る
の
?

何
を

め
ざ
し
て

い
る
の
?

最
近
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た「
S

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

D
G
ｓ
」。

国
連
で
採
択
さ
れ
た
全
世
界
共
通
の
目ゴ

ー
ル標

で
、

国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
働
く
に
は

必
須
の
知
識
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

「
S
D
G
s
」の
こ
と
を
知
り
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

特
集

「
S
D
G
s

」

っ
て
何
？

3



検
討
期

1992

環境と開発に関する国連会議
（地球サミット）
「リオ宣言」「アジェンダ21」
ほか採択。持続可能な開発の
概念を発展

2000

国連ミレニアム・サミット
採択された「国連ミレニアム
宣言」とこれまでの国際開発
目標を統合し、MDGs（ミレニ
アム開発目標）を策定

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）は
、ど
ん
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
原
則
と
採
択
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
、

そ
し
て
私
た
ち
は
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
、国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
根
本
か
お
る
所
長
に
伺
い
ま
し
た
。

「
S
D
G
s

」っ
て
何
？

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
つ
い
て
知
ろ
う

特
集

「持続可能な開発」の
歴史

形
成
期

実
践
期

Q.1
「
S
D
G
s
」
の
概
要
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（Sustainable D
 

e
 

v
 

e
 

l
 

o p - 
m

ent Goals

）の
頭
文
字

を
取
っ
た
も
の
で
す
。「
エ
ス
デ
ィ

ー
ジ
ー
ズ
」
と
読
み
ま
す
。
2

 
0
 

1
5
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
、
30
年
ま
で
に
達
成

を
め
ざ
す
世
界
共
通
の
目
標
で
す
。

17
の
目
標
が
あ
り
、
そ
れ
を
具
体

化
し
た
1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
達
成
度
を

測
る
た
め
に
お
よ
そ
2
3
0
の
イ

ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
（
指
標
）
が
あ

り
、
国
連
本
部
で
統
計
デ
ー
タ
を

集
め
、
分
析
し
て
、
毎
年
リ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

AQ.2

S
D
G
s
は
ど
う
し
て

必
要
な
の
?

S
D
G
s
の
前
身
と
し

て
、
01
〜
15
年
の
15
年

間
で
達
成
を
め
ざ
し
た

M
D
G
s
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
）
が
あ
り
ま
し
た
。
主
に
途
上

国
の
社
会
開
発
が
目
標
で
、
世
界

の
貧
困
人
口
が
大
き
く
減
少
す
る

な
ど
一
定
の
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
21
世
紀
に
入
り
、
こ

れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
様
々
な
課

題
が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気

候
変
動
や
各
国
内
で
の
格
差
の
広

が
り
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
も

多
く
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対

応
を
迫
ら
れ
る
中
で
、
M
D
G
s

の
次
の
15
年
を
担
う
新
た
な
目
標

づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
進

国
も
含
め
た
全
世
界
共
通
の
課
題

と
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
課
題

が
他
の
課
題
と
密
接
に
関
連
し
あ

う
不
可
分
性
が
意
識
さ
れ
て
い
ま

す
。

A

A Q.4

起
こ
し
、
大
手
清
涼
飲
料
水
メ
ー

カ
ー
に
リ
フ
ィ
ル
の
で
き
る
自
販

機
の
開
発
を
提
案
し
に
行
く
な
ど
、

活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

に
関
わ
る
身
近
な
も
の
な
の
だ
と
、

積
極
的
に
伝
え
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

S
D
G
s
は
、
普
段
の
取
り
組

み
を
位
置
づ
け
る
地
図
と
も
捉
え

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
マ
イ
ボ
ト
ル

を
持
つ
、
地
産
地
消
を
心
が
け
る
、

食
材
を
使
い
切
る
な
ど
も
S
D
G

ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
個
々
の
力
は

小
さ
く
て
も
、
み
ん
な
が
取
り
組

め
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

S
D
G
s
は
日
本
で
は

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
よ
ね
。

認
知
度
は
お
し
な
べ
て

男
性
で
高
く
な
っ
て
い

ま
す（
図
表
2
）。「
S

 
D
 

G
s
経
営
」「
E
S
G
投
資
」な
ど

の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
文
脈
で
S
D
G
s
に
触
れ
る

と
い
う
人
が
中
心
な
の
が
原
因
と

考
え
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
と
密
接

　

広
い
視
野
を
身
に
付
け
る
た
め

の
学
び
に
も
、
S
D
G
s
は
適
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
、
都
内
の
高

校
生
が
学
ぶ
う
ち
に
自
ら
行
動
を

国連広報センター所長。テレ
ビ朝日を経て、UNHCR（国連
難民高等弁務官事務所）、国
連世界食糧計画広報官、国連
UNHCR協会事務局長などを歴
任。フリージャーナリストを
経て13年8月より現職。

根本かおる
（ねもと・かおる）

1980

「世界自然資源保全戦略」発表
国際的な公式文書ではじめて
持続可能な開発の概念が示さ
れる

1987

環境と開発に関する世界委員
会（ブルントラント委員会）
報告書「われら共有の未来」
で持続可能な開発を提言

1972

国連人間環境会議
「人間環境宣言」（ストックホ
ルム宣言）採択。環境問題の
議論が国際的規模ではじまる

図表1

出典：Stockholm Resilience Centre
http://www.stockholmresilience.org/research/research-
news/2016-06-14-how-food-connects-all-the-sdgs.html

illustrated by
Johan Rockstorm and
Pavan Sukhdev

17目標の関係性

Q.5
学
生
や
若
者
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
代
は
、
S
N
S
の
発

達
な
ど
で
一
人
ひ
と
り

の
持
つ
力
が
大
き
く
な

っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
決
め
た
結

果
を
受
け
取
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
情
報
を
集
め
、
考
え
、
物
事

の
決
定
過
程
に
主
体
的
に
関
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
S
D
G
s

は
「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」

が
原
則
の
世
界
目
標
で
す
。
め
ざ

す
社
会
に
向
け
て
、
S
D
G
s
を

上
手
に
使
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
行
動

を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

A し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
関
心

の
あ
る
誰
も
が
参
加
で
き
る
よ
う

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
し
、
世

界
中
か
ら
延
べ
1
千
万
人
以
上
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ

ま
で
の
国
連
に
は
な
い
画
期
的
な

こ
と
で
す
。
S
D
G
s
は
、
政
府

や
国
連
の
代
表
の
み
な
ら
ず
、
世

界
中
の
人
が
関
わ
っ
て
決
め
ら
れ

た
と
い
う
意
味
で
、「
世
界
目
標
」

と
言
え
る
の
で
す
。

Q.3A
通
常
、
国
連
で
の
方
針

な
ど
の
策
定
は
、
加
盟

国
政
府
や
国
連
の
代
表
、

S
D
G
s
は
ど
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
た
の
?

様
々
な
分
野
の
専
門
家
な
ど
を
中

心
に
議
論
を
進
め
、
合
意
を
図
り

ま
す
。
S
D
G
s
は
、
こ
の
過
程

を
国
連
で
初
め
て
オ
ー
プ
ン
に
し

た
の
で
す
。
約
3
年
間
を
か
け
て
、

様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
を
集
約

男性
女性

35.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

5.0%

0.0%

図表2「SDGs」という言葉を知っている ※電通「SDGsに関する生活者調査」

2002

持続可能な開発に関する世界
サミット（ヨハネスブルク・サ
ミット）
ESD（持続可能な開発のための
教育の10年）を提案

2012

持続可能な開発会議（リオ+20）
MDGsの後継としてSDGs策定
を確認

2016

日本政府が全閣僚参加の「SD 
Gs推進本部」を設置

2030 目標到達

2015

国連持続可能な開発サミット
SDGsを含む持続可能な開発の
ための2030年アジェンダを採
択

UN Photo/Cia

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

17の目標を3層に分類し総合的に捉える図
表「SDGsウェディングケーキモデル」。「経
済」は「社会」に、「社会」は「環境」に支
えられて成り立つ。（書籍『未来を変える
目標　SDGsアイデアブック』より提供）

14.8
%

平均

Action!

経済

社会

環境

　よく見かけるSDGsの図では、17個の目標がタイルのように敷き詰

められているので、それぞれが独立していて、お互いにあまり関係がな

いように見えます。しかしよく考えてみれば、例えばすべての人が持続

可能でクリーンなエネルギーにアクセスできるようになることは（目標7）、

気候変動を緩和すること（目標13）にも直結します。あるいは、すべて

の人が質の高い教育を受けられるようにする（目標4）ためには、ジェン

ダー平等を達成すること（目標5）が大きく貢献することは明らかです。

　このように相互の関係性を考えてみると、17個の目標は本来、順番

にタイルを敷き詰めるようなものではなく、もっとダイナミックに考え

るべきでしょう。

　実は「環境」「社会」「経済」に分けてこの17個の目標を整理すると、

全体像がわかりやすくなります。右の図を見てみてください。環境、社

会、経済のグループが、この順番でウェディングケーキのように重なっ

ています。この図を見ると、お互いの関係性がとてもよくわかります。

　一番上の経済に関する目標は、途上国においても、ある程度の経済が

発展した先進国においても、もちろんぜひ実現したいものです。しかし、

持続的な経済発展をするためには、社会がまず持続可能でなくてはなり

ません。人々が日々の食事にも事欠いているような社会や、戦争や暴力

が絶えない社会であったら、経済が順調に発展することなどありえない

でしょう。多くの人が健康を病んでいたり、教育を受けることが難しか

ったり、あるいは女性が力を発揮できない社会。そんな社会は経済的に

発展できるでしょうか？　そのことをこの図は端的に示しているのです。

　そしてさらによく見てほしいのは、持続可能な社会を実現する目標を

支えているのが、環境に関する目標だということです。つまり、気候変

動が緩和され、それに適応すること（目標13）や、水の循環が維持され、

誰もがきれいで安全な水にアクセスできること（もちろん人間以外の生

きものもです！）（目標6）、そして海洋資源（目標14）と陸上の生物多様

性と生態系（目標15）が保全されること、それがあって初めて社会も持

続可能になるのです。

　これは私たちが何を食べて生きているかを考えればすぐにわかるはず

です。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて生きています。

そしてもちろんすべての生きものが生きていくためには水が必要です。

つまり、水中と陸上の多様な生物がお互いにお互いの命と生活を支えあ

っていて、それが社会を支え、発展させる基盤となっているのです。だ

からこそ、SDGsの17個の目標の中でも環境にかかわるこの4個の目

標は一番下でほかの目標を支えていると言えるのです。生物や生態系の

こうした機能に注目して、最近ではそれを「自然資本」と呼ぶこともあ

ります。地球上の生物とそれが形づくる生態系は、地球が持続すること

を一番基盤で支える重要な資本なのです。

SDGsを下から支える自然資本

足立直樹　●サステナブル・ビジネス・プロデューサー

SDGsを読み解く視点 ⑦ 生物と生態系

Illustrated by
Johan Rockström and

Pavan Sukhdev
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case1
「SDGｓ」は、17の大きな目標と、目標を達成するための
具体的な169のターゲットから成り立っています。
その中から3つの目標を取り上げて
具体的に見ていきましょう。

ＳＤＧｓには
どんな目標があるの?

ジェンダー平等を
実現しよう

働きがいも
経済成長も

ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性と女児のエンパワーメ
ントを図る。

すべての人々のための持続的、
包摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワークを推進する。

【ターゲット例】
●性的な暴力や虐待など公私に
おけるあらゆる女性差別の撤廃
●未成年者の結婚・強制結婚な
ど有害な慣行の撤廃
●家族内における責任分担を通
じた、無報酬の育児・介護や家
事労働の評価
●政治・経済・公共分野での意
思決定における完全な女性の参
加とリーダーシップ機会の確保
●土地や財産など経済的資源に
対する平等なアクセスの確保
●目標達成に向けた政策と拘束
力のある法律制定の推進　など

【ターゲット例】
●一人あたりの経済成長率の持
続（途上国は年7％以上）
●雇用創出、起業、生産性向上、
技術革新を促す政策の実施によ
る中小企業の成長の奨励
●良質な教育・訓練機会の提供
●完全で生産的な雇用とディー
セント・ワーク、同一労働同一
賃金の達成
●強制労働の根絶、人身売買・
児童就労の撲滅
●労働者の権利保護と安全・安
心な労働環境の促進　　　など

【ターゲット例】
●虐待、拷問などを含めあらゆ
る暴力の撲滅
●違法な資金・武器取引の大幅
な減少、組織犯罪の根絶
●意見表明の自由の保障と自ら
の生活にかかわる決定への参加、
情報への公共アクセスの確保
●グローバル・ガバナンス機関
への開発途上国の参加拡大
●持続可能な開発のための非差
別的な法規・政策の推進　など

平和と公正を
すべての人に

持続可能な開発に向けて平和で
包摂的な社会を推進し、すべて
の人々に司法へのアクセスを提
供するとともに、あらゆるレベ
ルにおいて効果的で責任ある包
摂的な制度を構築する。

S
D
G
s
を
進
め
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
取
り
組
み
と
と
も
に

私
た
ち
が
今
す
ぐ
に
で
き
る

具
体
的
な
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

今
日
か
ら
S
D
G
s
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「
S
D
G
s

」っ
て
何
？

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

S
D
G
s

の
取
り
組
み
は
?

特
集

　

日
本
で
は
、
年
間
約
6
3
4
万

ト
ン
の
食
品
ロ
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
人
1
人
当
た
り
で
お

茶
碗
1
杯
分
の
食
べ
物
が
毎
日
捨

て
ら
れ
て
い
る
計
算
で
す
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク
は
、
ま
だ
安
全
に
食
べ

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ

れ
る
食
品
を
個
人
や
企
業
か
ら
寄

贈
し
て
も
ら
い
、
要
支
援
者
や
福

祉
施
設
に
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。
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けるためのトラックに積み込む。
ボランティアも多数活躍。
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　よく見かけるSDGsの図では、17個の目標がタイルのように敷き詰

められているので、それぞれが独立していて、お互いにあまり関係がな

いように見えます。しかしよく考えてみれば、例えばすべての人が持続

可能でクリーンなエネルギーにアクセスできるようになることは（目標7）、

気候変動を緩和すること（目標13）にも直結します。あるいは、すべて

の人が質の高い教育を受けられるようにする（目標4）ためには、ジェン

ダー平等を達成すること（目標5）が大きく貢献することは明らかです。

　このように相互の関係性を考えてみると、17個の目標は本来、順番

にタイルを敷き詰めるようなものではなく、もっとダイナミックに考え

るべきでしょう。

　実は「環境」「社会」「経済」に分けてこの17個の目標を整理すると、

全体像がわかりやすくなります。右の図を見てみてください。環境、社

会、経済のグループが、この順番でウェディングケーキのように重なっ

ています。この図を見ると、お互いの関係性がとてもよくわかります。

　一番上の経済に関する目標は、途上国においても、ある程度の経済が

発展した先進国においても、もちろんぜひ実現したいものです。しかし、

持続的な経済発展をするためには、社会がまず持続可能でなくてはなり

ません。人々が日々の食事にも事欠いているような社会や、戦争や暴力

が絶えない社会であったら、経済が順調に発展することなどありえない

でしょう。多くの人が健康を病んでいたり、教育を受けることが難しか

ったり、あるいは女性が力を発揮できない社会。そんな社会は経済的に

発展できるでしょうか？　そのことをこの図は端的に示しているのです。

　そしてさらによく見てほしいのは、持続可能な社会を実現する目標を

支えているのが、環境に関する目標だということです。つまり、気候変

動が緩和され、それに適応すること（目標13）や、水の循環が維持され、

誰もがきれいで安全な水にアクセスできること（もちろん人間以外の生

きものもです！）（目標6）、そして海洋資源（目標14）と陸上の生物多様

性と生態系（目標15）が保全されること、それがあって初めて社会も持

続可能になるのです。

　これは私たちが何を食べて生きているかを考えればすぐにわかるはず

です。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて生きています。

そしてもちろんすべての生きものが生きていくためには水が必要です。

つまり、水中と陸上の多様な生物がお互いにお互いの命と生活を支えあ

っていて、それが社会を支え、発展させる基盤となっているのです。だ

からこそ、SDGsの17個の目標の中でも環境にかかわるこの4個の目

標は一番下でほかの目標を支えていると言えるのです。生物や生態系の

こうした機能に注目して、最近ではそれを「自然資本」と呼ぶこともあ

ります。地球上の生物とそれが形づくる生態系は、地球が持続すること

を一番基盤で支える重要な資本なのです。

SDGsを下から支える自然資本

足立直樹　●サステナブル・ビジネス・プロデューサー
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表紙の人
土屋太鳳さん

インドネシアでの経営者を交え
たワークショップ。労使が協力
して課題解決に取り組む。

岩附由香
（いわつき・ゆか）

特定非営利活動法人
ACE代表理事

村上哲朗
（むらかみ・てつろう）

イオングループ
労働組合連合会
国際局長

ゴミの分別を
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油ものは
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損
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経済

社会

環境

　よく見かけるSDGsの図では、17個の目標がタイルのように敷き詰
められているので、それぞれが独立していて、お互いにあまり関係がな
いように見えます。しかしよく考えてみれば、例えばすべての人が持続
可能でクリーンなエネルギーにアクセスできるようになることは（目標7）、
気候変動を緩和すること（目標13）にも直結します。あるいは、すべて
の人が質の高い教育を受けられるようにする（目標4）ためには、ジェン
ダー平等を達成すること（目標5）が大きく貢献することは明らかです。
　このように相互の関係性を考えてみると、17個の目標は本来、順番
にタイルを敷き詰めるようなものではなく、もっとダイナミックに考え
るべきでしょう。
　実は「環境」「社会」「経済」に分けてこの17個の目標を整理すると、
全体像がわかりやすくなります。右の図を見てみてください。環境、社
会、経済のグループが、この順番でウェディングケーキのように重なっ
ています。この図を見ると、お互いの関係性がとてもよくわかります。
　一番上の経済に関する目標は、途上国においても、ある程度の経済が
発展した先進国においても、もちろんぜひ実現したいものです。しかし、
持続的な経済発展をするためには、社会がまず持続可能でなくてはなり
ません。人々が日々の食事にも事欠いているような社会や、戦争や暴力
が絶えない社会であったら、経済が順調に発展することなどありえない
でしょう。多くの人が健康を病んでいたり、教育を受けることが難しか
ったり、あるいは女性が力を発揮できない社会。そんな社会は経済的に

様多物生の上陸と）41標目（源資洋海てしそ、）6標目（）！すでものもき
性と生態系（目標15）が保全されること、それがあって初めて社会も持
続可能になるのです。
　これは私たちが何を食べて生きているかを考えればすぐにわかるはず
です。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて生きています。
そしてもちろんすべての生きものが生きていくためには水が必要です。
つまり、水中と陸上の多様な生物がお互いにお互いの命と生活を支えあ
っていて、それが社会を支え、発展させる基盤となっているのです。だ
からこそ、SDGsの17個の目標の中でも環境にかかわるこの4個の目
標は一番下でほかの目標を支えていると言えるのです。生物や生態系の
こうした機能に注目して、最近ではそれを「自然資本」と呼ぶこともあ
ります。地球上の生物とそれが形づくる生態系は、地球が持続すること
を一番基盤で支える重要な資本なのです。

Illustrated by
Johan Rockström and

Pavan Sukhdev

134 135

経済

社会

環境

　よく見かけるSDGsの図では、17個の目標がタイルのように敷き詰
められているので、それぞれが独立していて、お互いにあまり関係がな
いように見えます。しかしよく考えてみれば、例えばすべての人が持続
可能でクリーンなエネルギーにアクセスできるようになることは（目標7）、
気候変動を緩和すること（目標13）にも直結します。あるいは、すべて
の人が質の高い教育を受けられるようにする（目標4）ためには、ジェン
ダー平等を達成すること（目標5）が大きく貢献することは明らかです。
　このように相互の関係性を考えてみると、17個の目標は本来、順番
にタイルを敷き詰めるようなものではなく、もっとダイナミックに考え
るべきでしょう。
　実は「環境」「社会」「経済」に分けてこの17個の目標を整理すると、
全体像がわかりやすくなります。右の図を見てみてください。環境、社
会、経済のグループが、この順番でウェディングケーキのように重なっ
ています。この図を見ると、お互いの関係性がとてもよくわかります。
　一番上の経済に関する目標は、途上国においても、ある程度の経済が
発展した先進国においても、もちろんぜひ実現したいものです。しかし、
持続的な経済発展をするためには、社会がまず持続可能でなくてはなり
ません。人々が日々の食事にも事欠いているような社会や、戦争や暴力
が絶えない社会であったら、経済が順調に発展することなどありえない
でしょう。多くの人が健康を病んでいたり、教育を受けることが難しか
ったり、あるいは女性が力を発揮できない社会。そんな社会は経済的に

様多物生の上陸と）41標目（源資洋海てしそ、）6標目（）！すでものもき
性と生態系（目標15）が保全されること、それがあって初めて社会も持
続可能になるのです。
　これは私たちが何を食べて生きているかを考えればすぐにわかるはず
です。私たち人間を含む生物は、ほかの生きものを食べて生きています。
そしてもちろんすべての生きものが生きていくためには水が必要です。
つまり、水中と陸上の多様な生物がお互いにお互いの命と生活を支えあ
っていて、それが社会を支え、発展させる基盤となっているのです。だ
からこそ、SDGsの17個の目標の中でも環境にかかわるこの4個の目
標は一番下でほかの目標を支えていると言えるのです。生物や生態系の
こうした機能に注目して、最近ではそれを「自然資本」と呼ぶこともあ
ります。地球上の生物とそれが形づくる生態系は、地球が持続すること
を一番基盤で支える重要な資本なのです。

Illustrated by
Johan Rockström and

Pavan Sukhdev

134 135

 

く
働
で
業
産
な
様
多
種
多
る
す
連
関
に
活
生
民
国

合
組
働
労
別
業
産
の
大
最
本
日
る
す
織
組
で
間
仲  

世
る
す
進
行
に
め
た
る
け
か
び
呼
を
対
反
の
働
労
童
児

動
運
的
界 

ン
オ
ニ
ユ

9 8イラスト：垣生潔志


